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す
ば
ら
し
い
美
し
さ
だ
。

こ
れ
ほ
ど
美
し
い
も
の
を
私
は
曾
て

見
た
こ
と
も
な
け
れ
ば
、
ま
た
予
期

も
し
て
い
な
か
っ
た
。（
中
略
）

こ
の
見
事
な
カ
マ
ク
ラ
、

子
ど
も
達
の
こ
の
雪
室
は
！
（
中
略
）

誰
で
も
こ
の
子
ど
も
達
を
愛
せ
ず
に
は

い
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。

ブ
ル
ー
ノ
・
タ
ウ
ト
箸

「
日
本
美
の
再
発
見
」よ
り

※ドイツの建築家ブルーノ・タウトは、昭和11年（1936年）2月、版画家勝平得之の案内で横手
のかまくらを見学し、後にその著書「日本美の再発見」で、その鮮烈な印象を紹介している。
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今
年
度
の
社
会
貢
献
事
業
が
平
成
二

十
八
年
十
一
月
十
九
日
（
土
）
に
松
與

会
館
に
於
い
て
「
市
民
公
開
講
演
会
」

と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
大
切
な
こ
と
」
を
あ
ら
た
め
て
振
り

返
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

浅
利
先
生
に
は
、
お
忙
し
い
と
こ
ろ

☆秋田大学学芸学部附属中学校では、演劇部・バスケット部に所属。秋田県立秋田北高等学校では、
演劇部活動のかたわら、応援団長としても活躍。
☆日本大学芸術学部演劇学科卒業 日本舞踊（藤陰流名取り師範）・地唄舞（神崎流名取り）・三味線
卒業後望月優子師事、その後新劇の第一次・第二次新人会で8年、のち劇団前進座で中村翫右衛門に　
師事、10年財団後フリー現在に至る
◆舞台
☆水上勉作・演出「釈迦内柩唄」藤子役にて文化庁芸祭優秀賞受賞
☆近松門左衛門　原作「曽根崎心中」で、関西十三夜会賞受賞
☆井上ひさし作「雪やこんこん」和子役にて紀伊國屋演劇賞受賞
☆宮本 研作一人芝居「花いちもんめ」にて関西十三夜会賞受賞
☆秋田の田沢湖神代出身の「秋田おばこ」を大成した民謡歌手・佐藤貞子の一生を描いた「貞子－
秋田おばこものがたり－」を自主企画・主演にて全国公演をする
☆秋田の赤い靴の少女の実話を舞台化したひとり芝居「足の裏の神様」も目下全国公演中
☆他、商業演劇で北大路欣也・松平 健・里見浩太朗座長公演等ひと月公演にも数々出演
◆テレビ
☆ＮＨＫ連続テレビ小説：「雲のじゅうたん」「おていちゃん」「ひまわり」「心はいつもラムネ色」
☆ＮＨＫ大河ドラマ：「独眼竜政宗」「春日局」「炎立つ」「葵・徳川三代」
☆ＮＨＫ：「シリーズ日本の母・秋田県」「お～い日本！私の太鼓判 秋田県」
☆民放テレビ：「鬼平犯科帖」「髪結い伊三治」「赤い霊柩車」「暴れん坊将軍」「私は女引越し屋」

「長崎ぶらぶら節」「水戸黄門」「子連れ狼」「忠臣蔵」「京都地検の女」等 多数出演
◆映画
☆「鹿鳴館」（市川 崑監督）☆「薄化粧」（五社英雄監督）☆「息子」「学校」（山田洋次監督）
☆「虹の橋」（松山善三監督）☆「伊能忠敬－子午線の夢－」（小野田嘉幹監督）
☆「千年の恋－ひかる源氏物語」（堀川とんこう監督）☆「釣りバカ日誌⑮」（朝原雄三）他
◆受賞
1981年 昭和56年　秋田県文化団体連盟賞受賞
1995年 平成５年　秋田県民謡協会　特別功労賞受賞
2009年 平成21年　秋田市文化功績章受賞　秋田県藤里町芸術文化協会特別表章受賞

■浅利香津代氏プロフィール

横
手
法
人
会
の
た
め
に
ご
来
横
い
た
だ

き
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
ご
参
集

い
た
だ
い
た
お
客
様
に
感
謝
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

講
師
に
は
、
女
優
で
日
本
舞
踊
家
で

も
あ
る
秋
田
市
出
身
の
浅
利
香
津
代
先

生
を
お
招
き
し
「
心
か
ら
心
へ
絆
の
糸

を
結
ぶ
！
」
と
題
し
て
、
講
演
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

浅
利
先
生
は
、
子
ど
も
時
代
の
こ
と

か
ら
今
ま
で
の
こ
と
を
ユ
ー
モ
ア
を
交

え
な
が
ら
お
話
し
く
だ
さ
り
、
人
と
人

と
の
縁
を
大
事
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

絆
が
育
ま
れ
、
豊
か
な
人
間
関
係
が
生

ま
れ
る
と
力
説
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
会
員
は
も
と

よ
り
た
く
さ
ん
の
市
民
の

皆
様
に
来
場
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
会
場
に
若
い
世

代
が
少
な
く
残
念
に
感
じ

ま
し
た
。
浅
利
先
生
の

「
心
・
縁
・
絆
」
の
お
話
は
、

未
来
を
担
う
若
い
世
代
に

こ
そ
聴
い
て
ほ
し
か
っ
た

と
思
い
な
が
ら
、
あ
っ
と

言
う
間
の
一
時
間
三
十
分

で
し
た
。
日
頃
多
忙
な
日

常
の
中
で
忘
れ
が
ち
な

挨拶する齋藤善一会長

身ぶりも交えて講演する浅利香津代先生



桝
谷
芳
宏
部
会
長
が
挨
拶
し
、
最
後
に

祝
電
が
披
露
さ
れ
式
典
が
修
了
し
ま
し

た
。引

き
続
き
、
祝
賀
会
に
移
り
、
記
念

事
業
実
行
委
員
会
・
部
会
長
の
佐
藤
恒

氏
の
開
宴
の
挨
拶
の
後
、
１２
代
目
篠
木

肇
部
会
長
が
乾
杯
の
音
頭
を
と
り
祝
宴

に
入
り
ま
し
た
。

３０
年
の
歴
史
を
振
り
返
り
な
が
ら
終

始
な
ご
や
か
な
宴
と
な
り
、
あ
っ
と
い

う
間
に
時
間
が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
最
後
に
１３
代
目
岩
佐
信
宏
部
会
長

の
音
頭
で
万
歳
三
唱
し
て
閉
宴
し
ま
し

た
。

柏
倉
横
手
税
務
署
長
と
横
手
法
人
会
齋

藤
会
長
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
続
い

て
歴
代
部
会
長
へ
の
感
謝
状
が
送
ら
れ

ま
し
た
。
受
賞
者
を
代
表
し
て
１１
代
目

公
益
社
団
法
人
横
手
法
人
会
の
青
年

部
会
が
、
昭
和
６０
年
７
月
の
発
足
以
来

今
年
度
で
３０
周
年
の
節
目
を
迎
え
る
こ

と
と
な
り
、
平
成
２８
年
１１
月
１９
日
（
土
）

松
與
会
館
に
於
い
て
、
創
立
３０
周
年
記

念
式
典
並
び
に
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

式
典
に
は
、
来
賓
と
し
て
横
手
法
人

会
会
長
齋
藤
善
一
氏
、
横
手
税
務
署
長
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柏
倉
幸
一
郎
氏
、
同
法
人
課
税
部
門
統

括
官
本
間
正
活
氏
、
大
同
生
命
保
険

（
株
）
東
北
支
社
秋
田
営
業
部
長
玉
谷

茂
樹
氏
、
Ａ
Ｉ
Ｕ
損
害
保
険
（
株
）
秋

田
支
店
長
菅
原
勲
氏
、
ア
メ
リ
カ
ン
フ

ァ
ミ
リ
ー
生
命
保
険
（
株
）
秋
田
支
店

長
森
田
晃
司
氏
を
お
迎
え
し
、
第
一
部

記
念
式
典
が
、
鶴
田
典
治
副
部
会
長
の

開
会
の
言
葉
で
始
ま
り
ま
し
た
。

佐
藤
恒
青
年
部
会
長
の
式
辞
の
後
、

式辞を述べる佐藤恒青年部会長

１１代 部会長　　桝　谷　芳　宏

１２代 部会長　　篠　木　　　肇

１３代 部会長　　岩　佐　信　宏

１４代 部会長　　高　坂　信　一

１５代 部会長　　佐々木　康　之

祝辞を述べる柏倉幸一郎横手税務署長

青
年
部
会

青
年
部
会�

　
　
　
　創
立
　
周
年
記
念
行
事
開
催

創
立
　
周
年
記
念
行
事
開
催�

30

青
年
部
会�

　
　創
立
　
周
年
記
念
行
事
開
催�

30

青年部会だより

受賞者を代表して挨拶する11代目桝谷芳宏部会長

祝辞を述べる齋藤善一横手法人会会長

表　彰　者



未
来
を
に
な
う
小
学
生
に
「
税
」
の
大
切
さ
を

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
願
い
、「
小
学
生
の
税
の

絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
税
」に
関
す
る
自
分
の
思
い
や
考
え
を「
絵
」と

短
い「
文
章
」で
表
現
し
た
７４
点
の
応
募
の
中
か
ら
、

横
手
法
人
会
女
性
部
会
が
二
月
二
日
審
査
し
、
優
秀

作
品
と
し
て
１０

作
品
を
選
び
秋

田
県
大
会
に
出

品
し
ま
し
た
。

こ
の
後
、
市

内
２
ヶ
所
で
応

募
さ
れ
た
全
作

品
を
展
示
い
た

し
ま
す
。
是
非

ご
覧
い
た
だ
き

た
く
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま

す
。
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学 校 名
醍 醐 小 学 校 　
醍 醐 小 学 校 　
醍 醐 小 学 校
醍 醐 小 学 校
大 森 小 学 校 　
大 森 小 学 校 　
大 森 小 学 校 　
大 森 小 学 校 　
大 森 小 学 校 　
大 森 小 学 校 　

学年
６年
６年
６年
６年
６年
６年
６年
６年　
６年
６年

氏　　名
佐々木　　　凛
齋　藤　皓　太
柴　田　美　輝
佐　藤　藍　奈
菊　地　創　太
高　橋　美　紅
備　前　天　音
今　川　華　那
谷　口　真　子
伊　藤　来　夢

秋田大会出品
秋田大会出品
秋田大会出品
秋田大会出品
秋田大会出品
秋田大会出品
秋田大会出品
秋田大会出品
秋田大会出品
秋田大会出品

小学生税の絵はがきコンクール 秋田県出品作品

こ
れ
ま
で
横
手
市
内
の
高
齢
者
福
祉
施
設
等
へ

タ
オ
ル
を
寄
贈
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
は

増
田
町
婦
人
会
に
寄
贈
す
る
こ
と
に
な
り
、
２
月

１０
日
タ
オ
ル
１
２
２
本
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

増
田
町
婦
人
会
で
は
平
鹿
総
合
病
院
等
で
抗
が

ん
剤
を
使
っ
て
治
療
し
て
い
る
方
に
、
手
作
り
の

「
タ
オ
ル
帽
子
」
を
贈
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
ご
家
庭
の
タ
ン
ス
で
眠
っ
て
い
る
未

使
用
の
タ
オ
ル
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
寄
付
く
だ

さ
る
よ
う
、
引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

増田婦人会へ
タオル122本贈呈
（社会貢献活動事業）

女性部会

�

女性部会だより

佐藤藍奈さん 柴田美輝さん 齋藤皓太さん 佐々木凛さん

今川華那さん 備前天音さん 高橋美紅さん 菊地創太さん

伊藤来夢さん 谷口真子さん

税の絵はがき展示会

★イオンスーパーセンター横手南店
2月13日（月）～20日（月）

★Y2プラザ1F
2月21日（火）～27日（月）
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国税庁ホームページ（www.nta.go.jp）では、確定申告に関する各種の情報を入手することができる

「確定申告特集ページ」が開設されており、その中の「源泉徴収義務者の方」内に、給与所得者の皆様

へのお知らせ「あなたの確定申告をサポートします」が掲載されています。これは、確定申告をする会

社員の方に、申告書作成に便利な「確定申告書等作成コーナー」等をご案内するものです。

つきましては、御社の社員の皆様に次の方法（手順）で情報提供していただくようご協力をお願いいた

します。

①国税庁ホームページのトップページにある「確定申告特集」のバナーをクリック

②「確定申告に関する情報」の「3.更に詳しい情報を調べる」欄の「源泉徴収

義務者の方」をクリック

③「確定申告特集ページご案内の情報データ」中のデータをダウンロード　

（7種類のデータの中からお選びください。）

④回覧、配付、メール送信、電子掲示板への掲載などの方法により、社員

の皆様に情報提供

横手法人会会員の皆様へ

国税庁ホームページで申告書が作成できます

国税だより
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